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技術開発の内容 

1．背景・目的 

オフィス等の業務系建物においては、 

• 居住者の室内環境に対する快適性や作業のしやすさな
どの心理・生理的な感覚は個人差が大きく、温度一定制
御では個々人に最適な環境を提供することが困難 

• 居住者の不満足感を回避するため、建物管理者は安全
側での運用をしがちであり、省エネ運用に限界がある 

という課題が存在している。 
 

そこで、 
省エネ性・温暖化防止性と建物使用者の快適性・知的生
産性の向上に向けて、最適な環境を実現するための広
範囲な技術開発（製品・システム・運用手法・評価手法等
を含む）が必要とされる。 
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技術開発の内容 

2．技術開発の概要 

省エネ性・温暖化防止性と建物利用者の知的生産性・満足度の
向上に向けて、建物利用状況や居住者の要望の変化に追随しな
がら最適な環境の実現を制御する技術及び運用手法を開発する。 

「不快」 建物管理者 

居住者 

省エネ性・温暖化防止性 

「中立」 

省エネ 

WEB申告システム 

満足に感じる状況・要因
などに基づくモデル化 

満足感 

快適性・知的生産性 
満足感を予測 
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技術開発の内容 

3．技術開発・実用化のプロセス等 

アズビル（株）の温熱環境
実験設備*における被験者
実験 

（２）居住者満足感・省エネ性向上のための室内環境制御に関する実用化技術開
発（H24年度） 
 温熱環境実験設備で（１）の基本技術をベースに下記を開発 

 ①省エネルギー性・居住者満足感を組み込んだ建物運用最適化技術の開発 

 ②建物性能向上アプリケーション技術開発 

＊2009年度に竣工したアズビル（株）
保有の熱環境実験設備は、どんな季
節でも再現できる設備であり、季節に
とらわれることなく、実験を実施するこ
とができる。 

(1)居住者満足感モデル構築に関する基本技術開発（H24年度） 

（H23年度実験の様子） 

 

省エネ
CO2削減

満足感向上
生産性向上

　冷暖フリーVAVシステム

同一空間内の異なる要求への対応（満足感向上）

　気流活用制御
快適性の個人差改善（満足度向上）

　温冷感申告に基づく制御
人体の体温調節機能利用（快適性向上と個人差改善）

　建物運用段階における課題改善
過去の経験から、省エネ運用実績と居住者満足
度の課題を抽出し、事前に予測・防止

省エネ
CO2削減

満足感向上
生産性向上

　冷暖フリーVAVシステム

同一空間内の異なる要求への対応（満足感向上）

　気流活用制御
快適性の個人差改善（満足度向上）

　温冷感申告に基づく制御
人体の体温調節機能利用（快適性向上と個人差改善）

　建物運用段階における課題改善
過去の経験から、省エネ運用実績と居住者満足
度の課題を抽出し、事前に予測・防止 技術開発のイメージ（検討中） 
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審査基準に関する事項 

1．技術開発の必要性、緊急性 

オフィス等の業務系建物において、以下の課題が存在。 

 ・居住者の個人差に対応できない、温度一定制御の限界 

 ・居住者の不満足感回避を重視した建物管理者の運用 
（安全側の運用による省エネ運用の限界） 

本技術開発（製品・システム・運用手法・評価手法等を含む）の
成果を、オフィス等の業務系建物の空調設備や自動制御機器、
システムに応用することによって、省エネルギー性・温暖化防
止性や建物利用者の快適性・知的生産性に関して、居住者の
満足感を考慮した最適な環境を実現し、それを維持し続けるこ
とが可能になり、新築建物のみならず、既存建物の省エネ改
修等の実用化につながる意義は大きい。 
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審査基準に関する事項 

2．技術開発の先導性 

• 人体の快適性については、国内外で様々なモデルが開
発されているが、生理・心理感覚まで含めた満足感に関
する指標は現在、存在しない。本技術開発では、満足感
という生理現象では捉えきれない人の心理状態を被験者
実験から明らかにし、室内環境制御に応用しようとするも
のである。 

• さらに、設定室温を省エネ側に変更する単純な空調制御
ではなく、温度変動や等温気流等を用いて消費エネル
ギーの増加を抑制しつつ、省エネルギー性と居住者満足
感との両側面の向上を実現する空調制御技術の基礎・
実用化研究を実施する。  
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審査基準に関する事項  
２．技術開発の実現可能性 

慶應義塾大学が推進してきた快適性・知的生産性向上のための室
内環境形成に向けて、アズビル（株）が基礎研究と事業を通じて実
績を蓄積してきた室内環境制御技術を、建築設備とその制御監視
システムに適用する。 

 

H22～23年度の①居住者満足感モデル構築の基礎データ取得・
モデル検討、②居住者満足感・省エネ性向上のための室内環境制
御の検討の評価を基に、今年度は下記を実施する。 

 

H24年度：実用化に向けた応用評価を実施 

③省エネ性・居住者満足感を組み込んだ建物運用最適化技術 

④建物運用性能向上アプリケーション技術開発 

アズビル（株）は、製品開発部門（実用性評価に関わる技術支援）、
マーケティング部門（市場化検討）も含めた体制で実施 

慶應大は、快適性及び知的生産性評価に関わる技術支援 
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審査基準に関する事項  
３．実用化・市場化の見通し 

アズビル（株）が提供する制御端末及び制御監視システムにおいても業務
系建物の省エネ化・温暖化防止の推進に向けて、さらなる機能訴求が求め
られており、本技術成果は次世代機能・サービスには必要不可欠。 

本技術開発の成果 

居住者の満足度向上とともに、省エネルギーを達成し、広く世の中に普
及することが期待できる。また、低コスト化により、新築のみならず、既存
建物の市場へも広く浸透すると考えられる。 

既存の居住者操作システムの
付加価値となる機能 

実建物で冷暖フリーのニーズは高い。 

テナントへの省エネ
動機づけが重要 

画面例 
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昨年度までの技術開発の成果 
(1)居住者満足感モデル構築に関する基本技術開発 

・気流変動制御の効果検証 
平成22年度の実験結果から、任意申告ケース、かつ温熱環境の情報開示ケースにおいて、室温が

28℃の環境においても室温が26℃の環境と同等の満足感が得られた（図1）。 

・室温変動制御の効果検証 
平成23年度の実験結果から、室温28, 27℃一定制御に対して、27～29℃の間の変動制御（28℃変動）、

26～28℃の間の変動制御（27℃変動）により一日の不満申告が減少し、また、26℃一定ケースに
対して27℃変動ケースの方が不満申告が少なかった（図2）。27℃変動ケースは、26℃一定ケース
に比べ5％程度の省エネルギーであった（図3）。 

(2) 居住者満足感・省エネ性向上のための室内環境制御の実用技術開発 
・変動空調実証環境の申告システム改良 

・冷暖フリーVAV制御システム実験 

・比較検討のための冷暖フリー設備構築 

図1 一定・気流変動ケースにおける温熱満足感 図2 室温一定・変動ケースの不満申告件数 
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図3 27℃変動制御のエネルギー評価 


